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第 1 章 公告・縦覧の概要 

方法書の公告・縦覧は表 1.1 に示す内容で行った。方法書に対する住民の意見はなかっ

た。また、長野県環境影響評価技術委員会での審議や、長野県知事の意見等の経過は、表

1.2 に示すとおりであった。 

 

表 1.1 方法書の公告・縦覧の概要 

公告日 平成 27 年 12 月 17 日 

縦覧期間 平成 27 年 12 月 17 日（木）から平成 28 年 1 月 18 日（月） 

縦覧場所 

長野県環境部環境政策課、長野県松本地方事務所環境課、 

長野県北安曇地方事務所環境課、松本市環境部環境政策課、 

四賀地区地域づくりセンター、安曇野市市民生活部環境課、 

池田町住民課及び穂高広域施設組合 

意見募集期間 平成 27 年 12 月 17 日（木）から平成 28 年 2 月 1 日（月） 

意見提出先 穂高広域施設組合 

意見書の提出件数 0 件 

 

表 1.2 長野県環境影響評価技術委員会等の経過 

長野県環境影響評価 

技術委員会での審議 

平成 27 年度 第 4 回委員会 平成 27 年 12 月 21 日 

第 5 回委員会 平成 28 年 1 月 21 日 

第 6 回委員会 平成 28 年 2 月 19 日 

知事の意見 平成 28 年 3 月 28 日（月）通知 

長野県環境部長の指摘 平成 28 年 3 月 28 日（月）通知 

関係市町村長からの意見 平成 28 年 2 月 10 日（水）通知 
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第 2 章 知事の意見及び事業者の見解 

方法書に対する知事の意見及び事業者の見解は、表 2.1(1)～(3)に示すとおりである。 
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№

方
法
書
区
分

知
事
意
見

事
業
者
の
見
解

準
備
書
へ
の
反
映
状
況

1
全

般

準
備

書
の

作
成

に
当

た
っ

て
は

、
現

有
施

設
と

の
比

較
、

ス
ケ

ー
ル

を
適

切
に

設
定

し
た

図
表

の
作

成
等

に
よ

り
、

住
民

に
よ

り
分

か
り

や
す

い
図

書
と

な
る

よ
う

努
め

る
こ

と
。

準
備

書
の

作
成

に
当

た
っ

て
は

、
現

有
施

設
と

の
比

較
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
ス

ケ
ー

ル
を

適
切

に
設

定
し

た
図

表
の

作
成

等
に

よ
り

、
住

民
に

よ
り

分
か

り
や

す
い

図
書

と
な

る
よ

う
努

め
ま

し
た

。
準

備
書

P
1
-
5

2
全

般

準
備

書
を

作
成

す
る

段
階

ま
で

に
事

業
計

画
の

詳
細

を
で

き
る

だ
け

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
予

測
及

び
評

価
に

当
た

っ
て

は
、

想
定

し
う
る

範
囲

で
、

最
も

影
響

が
大

き
く

な
る

条
件

を
設

定
し

て
行

う
こ

と
。

事
業

計
画

は
、

第
1
章

事
業

計
画

に
示

す
よ

う
に

、
焼

却
施

設
の

処
理

方
式

を
2

方
式

に
絞

り
込

ん
だ

ほ
か

、
併

設
す

る
不

燃
物

処
理

施
設

に
つ

い
て

も
方

式
、

規
模

を
明

ら
か

と
し

ま
し

た
。

1
-
5
事

業
の

内
容

準
備

書
P
1
-
5
～

3
全

般

環
境

影
響

評
価

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

現
状

と
の

比
較

を
最

優
先

に
、

現
況

の
環

境
を

悪
化

さ
せ

な
い

と
い

う
観

点
か

ら
評

価
を

実
施

す
る

こ
と

。
大

気
質

、
騒

音
、

振
動

、
低

周
波

音
、

悪
臭

及
び

景
観

の
存

在
・
供

用
時

の
影

響
に

つ
い

て
、

予
測

結
果

と
現

状
と

の
比

較
を

行
い

、
評

価
を

行
い

ま
し

た
。

評
価

結
果

準
備

書
P
4
-
1
-
6
3
,8

9
,9

3
（
大

気
質

）
準

備
書

P
4
-
2
-
3
1
,4

3
（
騒

音
）

準
備

書
P
4
-
3
-
2
4
,3

0
（
振

動
）

準
備

書
P
4
-
4
-
1
0
（
低

周
波

音
）

準
備

書
P
4
-
5
-
1
2
,1

5
（
悪

臭
）

準
備

書
P
4
-
1
4
-
2
4
（
景

観
）

4
大

気
質

・
悪

臭

上
層

気
象

の
観

測
時

期
に

つ
い

て
は

、
四

季
の

特
徴

を
把

握
し

た
上

で
、

各
季

を
代

表
す

る
時

期
に

設
定

す
る

こ
と

。
四

季
の

風
向

風
速

の
状

況
を

把
握

し
た

上
で

、
上

層
気

象
の

観
測

時
期

を
各

季
を

代
表

す
る

と
考

え
ら

れ
る

時
期

に
設

定
し

ま
し

た
。

春
季

に
つ

い
て

は
、

雪
融

け
の

影
響

を
加

味
し

て
、

3
月

下
旬

に
実

施
し

ま
し

た
。

調
査

時
期

準
備

書
P
4
-
1
-
5

5
大

気
質

・
悪

臭

大
気

質
及

び
悪

臭
の

調
査

地
点

に
つ

い
て

は
、

周
辺

の
地

形
起

伏
や

集
落

の
状

況
等

を
考

慮
し

て
、

煙
突

排
ガ

ス
に

よ
る

影
響

を
適

切
に

予
測

及
び

評
価

で
き

る
地

点
を

選
定

す
る

こ
と

。

大
気

質
及

び
悪

臭
の

調
査

地
点

に
つ

い
て

は
、

周
辺

の
地

形
起

伏
や

集
落

の
状

況
等

を
考

慮
し

、
煙

突
排

ガ
ス

に
よ

る
影

響
を

適
切

に
予

測
及

び
評

価
で

き
る

よ
う
、

道
路

の
影

響
を

受
け

に
く

い
地

点
を

選
定

し
ま

し
た

。

調
査

地
点

準
備

書
P
4
-
1
-
3
（
大

気
質

）
準

備
書

P
4
-
5
-
1
（
悪

臭
）

6
振

動

道
路

交
通

振
動

の
予

測
に

つ
い

て
は

、
国

土
技

術
政

策
総

合
研

究
所

の
最

新
の

資
料

で
示

さ
れ

て
い

る
予

測
式

を
用

い
る

こ
と

。
ま

た
、

地
盤

卓
越

振
動

数
の

調
査

は
、

ご
み

収
集

車
の

地
盤

卓
越

振
動

数
を

測
定

す
る

よ
う
努

め
る

こ
と

。

道
路

交
通

振
動

の
予

測
に

つ
い

て
は

、
国

建
設

省
土

木
研

究
所

提
案

式
を

用
い

、
「

道
路

環
境

影
響

評
価

の
技

術
手

法
（

平
成

2
4
年

度
版

）
」

（
平

成
2
5

年
3

月
、

国
土

交
通

省
国

土
技

術
政

策
総

合
研

究
所

）
の

資
料

で
示

さ
れ

て
い

る
補

正
値

を
用

い
ま

し
た

。
地

盤
卓

越
振

動
数

の
調

査
は

、
ご

み
収

集
車

の
地

盤
卓

越
振

動
数

を
測

定
し

て
用

い
ま

し
た

。

予
測

式
準

備
書

P
4
-
3
-
1
0

調
査

結
果

準
備

書
P
4
-
3
-
7

7
低

周
波

音

低
周

波
音

の
評

価
に

お
け

る
環

境
保

全
目

標
の

設
定

に
当

た
っ

て
は

、
環

境
省

の
「
低

周
波

音
問

題
対

応
の

手
引

書
」
の

参
照

値
で

は
な

く
、

M
o
o
rh

au
se

の
評

価
曲

線
な

ど
を

用
い

る
こ

と
。

低
周

波
音

の
現

地
調

査
の

結
果

、
周

辺
民

家
で

は
近

接
す

る
道

路
交

通
の

影
響

が
あ

る
こ

と
、

計
画

施
設

の
設

備
機

器
の

発
生

源
の

情
報

に
乏

し
い

こ
と

か
ら

、
Ｇ

特
性

音
圧

レ
ベ

ル
の

予
測

値
と

現
状

と
の

比
較

に
よ

る
評

価
と

し
、

周
波

数
特

性
に

よ
る

評
価

は
行

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

調
査

結
果

準
備

書
P
4
-
4
-
6

表
2
.
1
(1
)
　
方
法
書
に

対
す
る
長
野

県
知
事
の
意
見
及
び
事
業
者
の
見
解
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№
方
法
書
区
分

知
事
意
見

事
業
者
の
見
解

準
備
書
へ
の
反
映
状
況

8
水

質

降
雨

時
の

よ
う
な

非
定

常
的

な
濁

水
の

状
況

の
把

握
に

つ
い

て
は

、
そ

の
振

れ
幅

な
ど

を
把

握
す

る
た

め
に

、
複

数
回

の
調

査
を

行
う
こ

と
。

降
雨

時
の

濁
水

の
状

況
把

握
は

、
1
回

の
調

査
を

追
加

し
、

２
回

と
し

ま
し

た
。

台
風

及
び

長
雨

の
時

期
と

な
る

9
月

の
降

雨
時

と
水

田
の

代
掻

き
の

影
響

を
想

定
し

た
5
月

に
実

施
し

ま
し

た
。

調
査

結
果

準
備

書
P
4
-
6
-
6

9
水

質
・
動

物

事
業

計
画

地
は

三
川

合
流

地
帯

で
あ

り
、

希
少

な
水

生
昆

虫
が

生
息

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
排

水
に

よ
る

水
生

昆
虫

へ
の

影
響

を
予

測
及

び
評

価
す

る
た

め
、

水
質

の
調

査
項

目
に

水
温

を
追

加
す

る
こ

と
。

ま
た

、
水

温
の

変
化

を
適

切
に

把
握

す
る

た
め

、
水

質
の

調
査

地
点

を
複

数
箇

所
と

す
る

こ
と

。

水
質

の
調

査
項

目
に

水
温

を
追

加
し

ま
し

た
。

ま
た

、
水

温
の

調
査

は
、

水
質

の
調

査
地

点
及

び
上

流
側

3
地

点
で

実
施

し
ま

し
た

。
調

査
結

果
準

備
書

P
4
-
6
-
4

1
0

水
象

事
業

計
画

地
は

、
地

下
水

位
が

高
い

こ
と

か
ら

、
観

測
井

に
お

け
る

地
下

水
位

の
測

定
に

つ
い

て
は

、
連

続
測

定
の

実
施

を
検

討
す

る
こ

と
。

ま
た

、
複

数
地

点
で

の
地

下
水

位
の

測
定

や
河

川
の

水
面

標
高

の
測

定
等

に
よ

り
、

地
下

水
の

流
れ

を
的

確
に

把
握

し
、

環
境

影
響

の
回

避
・
低

減
に

努
め

る
こ

と
。

対
象

事
業

実
施

区
域

内
の

1
地

点
に

お
い

て
、

1
年

間
の

地
下

水
位

の
連

続
測

定
を

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
、

複
数

地
点

で
の

河
川

の
水

面
標

高
の

測
定

を
行

い
、

予
測

に
反

映
し

ま
し

た
。

地
下

水
位

調
査

結
果

準
備

書
P
4
-
7
-
5

水
面

標
高

調
査

結
果

準
備

書
P
4
-
7
-
8

1
1

植
物

事
業

家
各

地
周

辺
に

は
、

希
少

な
沈

水
型

の
水

生
植

物
が

多
く

生
育

す
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
現

地
踏

査
だ

け
で

な
く

、
た

も
網

等
を

併
用

し
て

調
査

を
行

う
こ

と
。

沈
水

植
物

等
に

つ
い

て
は

、
水

域
に

入
り

直
接

採
取

し
て

確
認

を
行

い
ま

し
た

。
調

査
方

法
準

備
書

P
4
-
1
1
-
1

1
2

動
物

事
業

計
画

地
は

三
川

合
流

地
帯

で
あ

り
、

水
生

昆
虫

が
多

く
生

息
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

2
4
時

間
稼

働
に

伴
う
夜

間
照

明
に

よ
る

影
響

に
つ

い
て

、
適

切
な

方
法

で
予

測
及

び
評

価
を

行
う
こ

と
。

現
状

に
お

い
て

、
対

象
事

業
実

施
区

域
に

隣
接

し
て

現
有

の
焼

却
施

設
が

稼
働

し
て

お
り
、

稼
働

時
間

は
6
時

～
2
2
時

で
あ

る
た

め
、

夜
間

照
明

の
影

響
は

現
時

点
で

既
に

出
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

し
た

。
計

画
施

設
の

供
用

後
の

影
響

を
定

量
的

に
予

測
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
た

め
、

現
況

と
の

比
較

に
よ

る
定

性
的

な
予

測
を

行
い

ま
し

た
。

予
測

方
法

準
備

書
P
4
-
1
2
-
2
1

1
3

動
物

現
有

施
設

内
に

猛
禽

類
の

利
用

頻
度

が
高

い
工

作
物

が
存

在
す

る
た

め
、

当
該

工
作

物
の

年
間

利
用

状
況

を
把

握
し

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

適
切

な
猛

禽
類

の
調

査
を

行
う
こ

と
。

猛
禽

類
の

工
作

物
の

利
用

に
つ

い
て

は
、

年
間

を
通

し
た

利
用

状
況

の
観

察
を

行
っ

た
上

で
、

工
作

物
の

踏
査

を
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
そ

の
他

の
猛

禽
類

を
含

め
周

辺
の

踏
査

を
行

い
繁

殖
状

況
の

調
査

を
行

い
ま

し
た

。
調

査
結

果
（
非

公
開

資
料

）

1
4

景
観

・
触

れ
合

い
活

動
の

場

新
施

設
と

現
有

施
設

が
同

時
に

存
在

す
る

期
間

が
長

期
に

及
ぶ

と
判

断
さ

れ
る

場
合

は
、

景
観

に
対

す
る

影
響

が
よ

り
大

き
く

な
る

両
施

設
が

存
在

す
る

時
点

で
の

フ
ォ

ト
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
を

併
せ

て
作

成
し

、
評

価
す

る
こ

と
。

現
有

施
設

の
解

体
時

期
が

未
定

で
あ

る
た

め
、

両
施

設
が

存
在

す
る

時
点

で
の

フ
ォ

ト
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
を

作
成

し
、

評
価

を
行

い
ま

し
た

。
予

測
結

果
準

備
書

P
4
-
1
4
-
1
4
～

1
5

景
観

・
触

れ
合

い
活

動
の

場

景
観

に
対

す
る

影
響

の
評

価
に

当
た

っ
て

は
、

事
業

計
画

地
が

大
町

・
白

馬
方

面
へ

の
観

光
ル

ー
ト

上
に

位
置

し
て

い
る

場
所

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
た

上
で

実
施

す
る

こ
と

。

既
存

の
道

路
に

つ
い

て
は

、
対

象
事

業
実

施
区

域
を

望
む

こ
と

が
で

き
る

周
辺

の
主

要
な

橋
梁

に
調

査
地

点
及

び
予

測
地

点
を

設
け

る
こ

と
で

、
日

常
景

観
と

併
せ

て
観

光
ル

ー
ト

へ
の

影
響

を
対

象
と

し
ま

し
た

。
長

野
県

が
計

画
し

て
い

る
「
松

本
糸

魚
川

道
路

」
に

つ
い

て
は

、
準

備
書

作
成

時
点

で
の

計
画

ル
ー

ト
か

ら
、

御
宝

田
遊

水
地

及
び

犀
川

橋
の

調
査

地
点

で
代

表
で

き
る

も
の

と
し

て
予

測
を

行
い

ま
し

た
。

予
測

結
果

準
備

書
P
4
-
1
4
-
1
5
～

1
7

表
2
.
1(
2)
　
方
法

書
に
対
す
る
長

野
県
知
事
の

意
見
及
び
事

業
者
の
見
解
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№
方
法
書
区
分

知
事
意
見

事
業
者
の
見
解

準
備
書
へ
の
反
映
状
況

1
6

景
観

・
触

れ
合

い
活

動
の

場

景
観

及
び

触
れ

合
い

活
動

の
場

に
つ

い
て

、
主

要
な

視
点

場
や

触
れ

合
い

活
動

の
場

の
利

用
状

況
を

き
め

細
か

く
調

査
し

た
上

で
、

調
査

、
予

測
及

び
評

価
地

点
を

適
切

に
選

定
す

る
こ

と
。

主
要

な
視

点
場

や
触

れ
合

い
活

動
の

場
の

利
用

状
況

に
つ

い
て

、
周

辺
の

状
況

を
改

め
て

把
握

し
直

し
た

上
で

、
主

要
な

視
点

場
と

し
て

挙
げ

た
早

春
賦

歌
碑

を
景

観
の

調
査

地
点

及
び

予
測

地
点

に
追

加
し

ま
し

た
。

調
査

地
点

準
備

書
P
4
-
1
4
-
1

1
7

廃
棄

物
等

廃
棄

物
等

の
発

生
量

に
つ

い
て

は
、

再
資

源
化

率
の

目
標

を
設

定
し

た
上

で
、

そ
れ

を
踏

ま
え

た
予

測
を

行
う
こ

と
。

廃
棄

物
等

の
発

生
量

に
つ

い
て

は
、

再
資

源
化

率
の

目
標

を
設

定
し

、
そ

れ
を

踏
ま

え
た

予
測

を
行

い
ま

い
た

。
予

測
結

果
準

備
書

P
4
-
1
6
-
3

1
8

温
室

効
果

ガ
ス

等

温
室

効
果

ガ
ス

等
に

つ
い

て
は

、
ご

み
の

焼
却

に
伴

う
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
と

発
電

や
売

電
に

伴
う
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

量
を

そ
れ

ぞ
れ

明
確

に
し

て
、

予
測

及
び

評
価

を
行

う
こ

と
。

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

は
、

ご
み

の
焼

却
に

伴
う
排

出
量

を
算

出
す

る
と

と
も

に
、

発
電

に
伴

う
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

量
を

算
出

し
、

予
測

及
び

評
価

を
行

い
ま

し
た

。
予

測
結

果
準

備
書

P
4
-
1
7
-
8

表
2
.
1
(
3)
　
方

法
書

に
対

す
る

長
野
県
知
事
の
意

見
及
び

事
業

者
の

見
解
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第 3 章 長野県環境部長指摘及び事業者の見解 

方法書に対する長野県環境部長指摘を踏まえ、準備書に反映した状況は、表 2.2 に示す

とおりである。 
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№
方
法
書
区
分

知
事
意
見

事
業
者
の
見
解

準
備

書
へ

の
反

映
状

況

1
事

業
計

画

住
宅

地
を

通
行

す
る

ご
み

搬
入

車
両

に
つ

い
て

は
、

通
勤

、
通

学
の

時
間

に
配

慮
し

、
よ

り
地

域
住

民
の

理
解

が
得

ら
れ

る
よ

う
努

め
る

こ
と

。
計

画
施

設
で

の
ご

み
の

受
入

時
間

は
現

状
と

同
様

で
あ

り
、

市
町

村
の

収
集

運
搬

計
画

も
変

更
の

予
定

は
な

い
た

め
、

ご
み

搬
入

車
両

の
ル

ー
ト

及
び

収
集

時
間

帯
に

つ
い

て
は

、
計

画
施

設
稼

働
後

も
現

況
と

同
様

と
な

り
ま

す
。

現
状

で
通

勤
、

通
学

の
時

間
に

配
慮

し
た

受
入

時
間

と
し

て
お

り
、

ま
た

地
域

住
民

か
ら

支
障

が
あ

る
等

の
ご

意
見

も
頂

い
て

お
り

ま
せ

ん
が

、
今

後
と

も
地

域
住

民
の

理
解

が
得

ら
れ

る
よ

う
努

め
ま

す
。

事
業

計
画

準
備

書
P
1
-
1
7

2
動

物

動
植

物
の

文
献

調
査

に
お

い
て

は
、

事
業

計
画

地
周

辺
の

み
で

は
な

く
、

上
下

流
の

流
域

の
デ

ー
タ

を
幅

広
く

調
査

し
、

注
目

す
べ

き
種

の
リ

ス
ト
ア

ッ
プ

を
行

う
こ

と
。

動
植

物
の

文
献

調
査

で
は

、
国

土
交

通
省

の
「

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
」

の
調

査
結

果
か

ら
対

象
事

業
実

施
区

域
を

含
む

千
曲

川
上

流
域

の
調

査
結

果
を

整
理

し
、

注
目

す
べ

き
種

の
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
を

行
い

ま
し

た
。

資
料

編
植

物
 P

資
1
-
5
-
1
～

動
物

 P
資

1
-
6
-
1
～

3
動

物

現
地

調
査

に
お

い
て

、
密

猟
に

よ
る

絶
滅

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

無
脊

椎
動

物
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
準

備
書

に
お

け
る

種
名

の
記

載
等

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
関

係
機

関
と

十
分

協
議

を
行

う
こ

と
。

現
地

調
査

に
お

い
て

、
密

猟
に

よ
る

絶
滅

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

無
脊

椎
動

物
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
種

名
の

記
載

等
の

取
扱

い
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

と
協

議
を

行
う
方

針
の

下
に

準
備

書
の

作
成

を
行

い
ま

し
た

。

調
査

結
果

準
備

書
P
4
-
1
2
-
1
2

～

4
触

れ
合

い
活

動
の

場

事
業

計
画

地
と

な
る

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

利
用

に
つ

い
て

、
準

備
書

に
お

い
て

触
れ

合
い

活
動

の
場

の
観

点
か

ら
説

明
を

追
加

す
る

こ
と

。
グ

ラ
ウ

ン
ド

は
、

施
設

整
備

ま
で

の
間

の
利

用
と

し
て

地
元

地
区

の
要

望
に

よ
り

整
備

し
た

も
の

で
す

。
事

業
の

実
施

に
よ

り
グ

ラ
ウ

ン
ド

が
利

用
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

地
元

地
区

の
了

解
が

得
ら

れ
て

お
り

、
触

れ
合

い
活

動
の

場
の

観
点

か
ら

の
説

明
を

入
れ

ま
し

た
。

調
査

結
果

準
備

書
P
4
-
1
5
-
1

5
そ

の
他

準
備

書
の

作
成

に
当

た
っ

て
は

、
水

害
や

地
震

等
の

自
然

災
害

に
対

す
る

対
応

に
つ

い
て

、
既

存
文

献
等

で
調

査
を

行
っ

た
上

で
、

事
業

計
画

に
お

け
る

防
災

計
画

等
に

お
い

て
具

体
的

に
記

載
す

る
こ

と
。

過
去

の
水

害
や

地
震

等
の

自
然

災
害

を
踏

ま
え

、
計

画
施

設
は

地
震

及
び

浸
水

に
強

い
施

設
を

整
備

し
ま

す
。

施
設

整
備

の
計

画
に

つ
い

て
は

事
業

計
画

に
記

述
し

ま
し

た
。

事
業

計
画

準
備

書
P
1
-
1
2
～

6
そ

の
他

準
備

書
の

作
成

に
当

た
っ

て
は

、
地

域
概

況
の

土
地

利
用

の
状

況
と

し
て

、
安

曇
野

市
独

自
の

条
例

に
基

づ
く

土
地

利
用

計
画

や
土

地
利

用
規

制
の

状
況

が
地

域
特

性
と

し
て

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

き
ち

ん
と

記
載

す
る

こ
と

。

「
安

曇
野

市
の

適
正

な
土

地
利

用
に

関
す

る
条

例
」

及
び

「
安

曇
野

市
景

観
条

例
」
に

つ
い

て
内

容
を

整
理

し
、

地
域

概
況

に
記

述
し

ま
し

た
。

地
域

概
況

準
備

書
P
2
-
2
-
6
0
,6

2

表
2.
2
　
方
法
書

に
対
す
る
長
野
県

環
境
部
長
の
指
摘

事
項
及
び
事
業
者
の
見
解
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第 4 章 関係市町村長からの意見及び事業者の見解 

方法書に対する関係市町村（松本市）の意見及び事業者の見解は、表 2.3 に示すとおり

である。 
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№
市
名

項
目

市
町
村
長
意
見

事
業
者
の
見
解

準
備

書
へ

の
反

映
状

況

1
松

本
市

悪
臭

バ
イ

オ
ガ

ス
化

を
行

う
場

合
、

臭
気

の
発

生
を

抑
制

す
る

よ
う
、

十
分

な
対

策
を

講
じ

て
い

た
だ

き
た

い
。

処
理

方
式

に
関

す
る

検
討

を
進

め
た

結
果

、
ご

み
処

理
施

設
の

処
理

方
式

は
、

連
続

燃
焼

式
ス

ト
ー

カ
炉

ま
た

は
流

動
床

炉
と

し
、

バ
イ

オ
ガ

ス
化

は
行

わ
な

い
こ

と
と

し
ま

し
た

。

準
備

書
P
1
-
5

表
1
.5

.3

表
2.

3
　

方
法

書
に
対

す
る

関
係

市
町

村
長
の

意
見

及
び

事
業

者
の

見
解
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